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持分法適用関連会社の異動（株式譲渡）及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である東京レアガス株式会社

（以下「東京レアガス社」の株式の全てを、東京ガスケミカル株式会社（以下「東京ガスケミカル

社」）に譲渡することを決議し、東京ガスケミカル社と株式譲渡契約を締結することについて合意致

しました。本株式譲渡により、東京レアガス社は当社の持分法適用関連会社に該当しないこととなり

ます。 

また、本株式譲渡により、2023年５月期の連結決算において特別利益が発生する見込みとなります

ので、下記のとおりお知らせ致します。 

 

記 

 

１．異動の理由 

東京レアガス社は、1998年４月に東京ガスケミカル社と当社の合弁で設立されました。東京レア

ガス社が製造するネオン、クリプトン、キセノン及びその混合ガスは、半導体、液晶、医療、宇宙

などの先端産業分野や省エネルギー分野での活用に注目を集めてきております。今般、東京レアガ

ス社の親会社である東京ガスケミカル社より、東京レアガス社の更なる持続的成長と中長期的な経

営安定に向けた資本見直しを行なうため、本株式譲渡の打診を受けました。 

これを受けて、譲渡価額が妥当と判断できることと、東京ガスケミカル社の目的を総合的に勘案

した結果、本株式譲渡を行うことが、当社グループ及び東京レアガス社の今後の成長に資すると判

断するに至りました。当社グループは、本株式譲渡により得られる資金を財務基盤の強化や成長投

資等への原資として活用し、持続的な成長と企業価値のさらなる向上に努めてまいります。 

なお、東京ガスケミカル社及び東京レアガス社との事業における取引関係は今後とも変わらない

ものとなります。 
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２．異動する持分法適用関連会社（東京レアガス株式会社）の概要 

（１）名称 東京レアガス株式会社 

（２）本店所在地 東京都港区芝公園二丁目４番１号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 藤平 雅章 

（４）事業内容 ネオン、クリプトン、キセノン及び混合ガスの製造 

（５）資本金 20百万円 

（６）設立年月日 1998年４月１日 

（７）大株主及び持株比率 東京ガスケミカル 80.0％ 

 当社       20.0％ 

（８）上場会社と当該会社 資本関係 当該会社の議決権株式20.0％を保有しております。 

との関係 人的関係 当社代表取締役の前田浩正が当該会社の取締役を兼 

  務しております。 

 取引関係 当社は当該会社に対する販売取引があります。 

 

３．株式の譲渡先（東京ガスケミカル株式会社）の概要 

（１）名称 東京ガスケミカル株式会社 

（２）本店所在地 東京都港区芝公園二丁目４番１号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 玄間 隆之 

（４）事業内容 ・産業・医療ガスの製造・輸送ならびに販売 

・ガス関連設備・機器の設計・建設・販売・保守 

・ＬＮＧ輸送・販売 

・水処理コンサルティングならびに関連設備の設計・建設・販売、

化成品の販売 

・ＬＮＧの冷熱利用に関する事業 

（５）資本金 1,000百万円 

（６）設立年月日 1973年10月１日 

（７）大株主及び持株比率 東京ガスエンジニアリングソリューションズ 100.0％ 

（８）上場会社と当該会社 資本関係 当該会社は当社の議決権株式4.9％を保有しておりま 

   との関係  す。 

 人的関係 該当事項はありません。 

 取引関係 当社は当該会社と仕入及び販売の取引があります。 

 

４．東京レアガス社株式譲渡前後における議決権の数及び議決権所有割合 

（１）譲渡前の所有株式 80株（議決権の数：80株、議決権所有割合：20.0％） 

（２）譲渡株式数 80株 

（３）譲渡後の所有株式数 0株（議決権の数：0株、議決権所有割合：0％） 

※譲渡価額は、株式譲渡先の意向を踏まえ、非開示とさせていただきます。 
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５．異動の日程 

取締役会決議日 2023年３月17日 

契約締結日 2023年３月22日 

株式譲渡実行日 2023年３月31日 

 

６．特別利益の発生及び今後の見通し 

本株式譲渡に伴う連結決算における影響額につきましては、連結決算上必要な調整により現在精

査中でありますが、関係会社株式売却益として特別利益を計上する予定です。なお、2023年５月期

の通期業績予想につきましては、お示しできる状況となった段階で速やかにお知らせいたします。 

 

 

以 上 


